
【学級活動での取り組み】

題材名 「そうだね ゲーム」

目標

受動的に話を聞いてもらう心地よさを体験することで、その大切さを理解する。

本時の展開

学習活動 主な発問と指示○、児童の反応・行動 指導上の留意点
１ 本時の学習を ○ 日常会話を録音したものを聞か ○ 録音テープ
知る。 せ、よい返答と悪い返答の比較か

ら問題点を考えさせる。
○ 話をしている相手に「へェ～」「ほ
んとに？」など、返事をすることを“
あいづち”と言います。
みなさんは、ほかにどんな“あい

づち”を知っていますか？
・ 「うんうん」「なるほど」「ふ～
ん」・・・など

○ この中で、話をしている人が気持
ちよくなる“あいづち”はどれでしょ ○ 気持ちのよくなるあいづち
う？ と、そうでないものとに分けさ

○ 友だちの話を聞くためには、相手 せる。
の気持ちを考えて上手にあいづちを
打つことが大切です。今日は、あい
づちが上手に使えるようにゲームで
練習します。

２ 「そうだねゲー ○ 初めに並んでいる２人でペアにな
ム」をする。 って向かい合います。まず右側の人

は、教室にあるものを指差して「これ
は○○だね」と話しかけます。する
と、左側の人は指をさされた方を見
て「そうだね」と答えます。ただ「そう
だね」というだけでほかのことはしま
せん。

○ 右側の人は、先生がストップと言 ○ 急がなくてもよいが、なるべ
うまで何でも言いので、教室にある くたくさん話しかけるように伝
ものを指さして「これは○○だね」と える。
続けてください。
・ ペアで交代して進める ○ １～２分、子どもの反応が少

なくなってきたところで交代さ
せる。

○ 何だか教室中がにこやかになっ ○ 子どもの様子や、学習室の
てきましたね。今度は、話を聞く人 雰囲気を捉えて子どもたちに
は、指をさされた方を見てうなずき 返す。
ながら「そうだね」と言ってみましょ
う。
・ ペアで交代して進める

○ はい、そこまでです。相手の気持 ○ 子どもたちの具体的な様子
ちを考えて話を聞いてあげると教室 から、獲得目標となるスキル
中が明るくなりましたね。たくさんの を紹介する。

「そうだね ゲーム」でききかためいじんになろう！



人達が相手の顔を見ながらうなずい ・ 「相手の目を見て聞く」
ていましたよ。また、○○さんや△ 「うなずきながら聞く」
△さんのように笑顔でうなずいてい 「笑顔で聞く」などのカードを
る人もいました。すごいですね。 用意しておき、感想を聞きな

がら黒板に貼り出す。

○ 「そうだね」と言われた時、うなず
きながら聞いてもらえた時、笑顔で聞 うなずいて聞いてもらう、あ○

いてもらえた時などの気持ちについ いづちを入れて聞いてもらう、
て感想を聞く。 笑顔で聞いてもらう、最後まで

聞いてもらうなどの体験をした
時の気持ちを振り返らせる。

「そうだね」と答えてもらっている ○ 日常的に学習の場や、生活○

３ 本時の活動を 時どんな気持ちがしましたか。何人 の場において使っていくことを
振り返る かの人に発表してもらいたいと思い 確認する。

ます。
○ 相手の気持ちになって、あいずち ○ 学習室の前に掲示している
を打ったり、笑顔で聞いたり、うなず 「聞き方あいうえお」は、相手
きながら最後まで聞くことで教室を の気持ちを考えた話の聞き方
和やかにすることができます。友だ であることを確認しみんなで読
ちとお互いいい気持ちになってなか み合わせる。
よしにもなれます。普段どんな聞き
方をしているのか、注意して生活を
してみましょう。

○ 頑張りカードに自分のめあてを ○ 頑張りカードを配布し、１週
書く。 間続けて行うことを知らせ

る。

自分のめあて
（ ）
月 火 水 木 金

○△× ○△× ○△× ○△× ○△×

（かんそう）

聞き方名人カード 頑張りカード

・なんだかうれしくなった。 
・にぎやかになってたのしか

った。 
・こころがほんわかになった。

・やさしいきもちになった。 
・きもちがよくなった。 
・たいせつにされているかん

じがした。 
・おもしろかった。 
・えがおになった。 


